
「九州各地に分布する火山」の教材開発の試み

～新学習指導要領がねらう「思考力・判断力・表現力」の育成に視点を置いてへ

1．はじめに

新学習指導要領において，「確かな学力」とは,お

もに「基礎的・基本的な知識及び技能」と「これら

を活用して課題を解決するために必要な思考力，判

断力，表現力その他の能力」とされている．これに

伴い，中学校理科の地質分野も，会誌151号で紹介

したように内容がいくつか追加された．その中で，

特に生徒の「思考力・判断力・表現力」を高めるこ

とができる恰好の劉刻･の一つが，「火成岩｣のｷ鱒で

あると考えられる．

本稿では，「火山と地震｣のうち｢火山活動と火成

岩｣の学習指導において,火山岩と深成岩の組織のち

がいや造岩鉱物の種類など基礎的な知識を-'一分に押

さえたうえで，それらを活用して岩石の判別をさせ

れば，より生徒の思考を深める学習活動が展開でき

ると考え，「』思考力･判断力・表現力を高めるために

九州各地の火山を教材化する」ということをテーマ

に授業実践を行ったので，以下に報告する．

火山地質からみれば，幸いなことに私たちの住む

九州には多数の火山が分布している．これらの火山

を劉凱化し，授業に生かしていくことによって，よ

り生徒たちは火山というものを身近なものとして認

識していくのではないかと思っている．

2．実践内容および成果

(1)授業の概略

授業の主な内容は,九州各地の火山の火山岩および

火山灰を準備し,その色や発泡の度合い,鉱物細戎な

どからどこの火山のものなのか’思考･判断していくも

のである．具体的には，阿蘇－4火砕流堆悩物，雪1ll

普賢岳,桜島,入戸火砕流11賊物，開聞岳,牛深火砕

流堆積物の6種類の資料を準備し,その色や発泡の度

合い,鉱物組成などを判断材料として,種類ごとに問

題形式でワークシートにそれぞれの資料をはめ込む

という形で学習を行った（図1，2)．また，分類する

八代市立第五中学校坂本大輔

際の判|折基準としては,｡I可蘇－4火砕流叩餓糾勿と入

戸火砕流堆積物は火山ガスを多く含んでいたため軽

石やバブルウォール型の火山ガラスを含むこと,②開

聞岳,桜島,雲仙普賢岳,牛深火賦噸謝餅凱勿はおおよ

そ色で分けられること,③開聞岳と桜島の区別が一見

困難であるが開聞岳にカンラン石が多く含まれるこ

とから見分けることができること，⑳河蘇－4火砕流

堆祇物と入戸火砕稀>堆領物は阿蘇－4火砕嗣稚積物の

方にカクセン石が多く含まれることなどに視点をあ

て,生徒がそれまで学習した内容をもとに解決できる

ように指導した．

(2)授業の展開

授業の展開案を5頁の本時の学習に示す.これにつ

いて，まず導入においては,生徒を前に集めて，九州

の火山の分布やそれぞれの写真を示すとともに,各火

山の火山岩や火山灰を提示し,関心を高めるようにし

た．また，「観察する火山岩や火山灰が九州のどの火

山のものなのか当ててみよう」という課題を提示し，

生徒に問題意識を持たせるようにした（図4-1)．

訓麺をつかんだ後,実際に観察を行う際には,まず，

生徒たち一人一人が自分で考えることができるよう

に，話合いの時間をとらず,一人で観察し，一人で考

え，自分なりの答えを出すようにした（表紙写真)．

また,その時間を十分にとったうえで，グループ内の

話合い活動を行い,その中で,答えを導き出すように

した(図4-2)．最後に,全体で意見を出し合い,核心

に迫っていくようにした（図4-3)．

(3)教材の主な工夫点と学習の流れ

授業を展開していく際に,特に工夫した点を以下に

挙げる．

ア思考･判断するまでの基礎的･基本的知識を明確

にする

卿洋習指導要領においては，「基礎的・基本的な

知識および技能」を活用することによって，「生徒

の思考力･判断力･表現力」を育成すると記戦され

ている．つまり，ただ闇雲に考える活動をさせるの
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ではなく，それまで学習した内容を十分に踏まえな

がら生徒の思考を揺さぶり,結論を導き出させるこ

とが必要であると言える．そこで,本授業において

も課題を解決する|際の網処となる知識を明確にし，

一度,復習を行ってから観察を行わせた(図5，6，

7)．また,事前に確認テストを繰り返し行い,学級

の生徒たちのほとんどが基礎的な知識を身に付け

たことを確認したうえで，観察に入るようにした．

イ一人一人の思考を高めるためのワークシート

生徒たち一人一人の活発な思考を引き出すため

にワークシートを工夫した.すなわち，自分一人で

考えたこととグループや学級で考えたことを区別

して書かせることによって,自分の考えに責任を持

つことができるようにした.また,答えを導き出す

に至った理由を書かせることで,根拠を持って課題

を解決できるようにした（図2)．

ウヒントカードの活用

生徒たちの理力砿には個人差があるため,ヒント

カードを教卓の上に準備し,自由に見られるように

した.ヒントの内容については,図3に示すように，

①火山ガスが多いということはどういうことだっ

たか,②マグマの粘りけが小さいほど全伽杓な色は

どうなった力､③開聞岳と桜島を区別するためには

何という鉱物に着目したらよい恥④入戸火砕流堆

積物と阿蘇－4火砕#流堆積物を区別するためのカク

セン石という鉱物はどのようなものだったかとい

うような4つのポイントを示し,視点を明確にして

思考できるようにした．このことによって,理解が

遅れている生徒についても，目的意識を持って観察

に取り組むことができた．

（4）生徒の反応

実践にあたり，生徒の反応は大変良好であった.特

に,地或の素材を利用することによって,科学的事象

を自分の身近な問題としてとらえ,関心を高めている

ようであった.また,課題設定を問題形式にしたため，

「自分で正解を導き出したい｣という欲求を駆り立て

ることができ，より目的意識の高い観察をすることが

できた．また，ヒントカードも,観察の視点がわから

ない生徒の思考を促すうえで大変有効であった．

また》具体的な観察の内容について，ほとんどの生

徒が,軽石と火山ガラスからなる試料が火山ガスを多

く含む火山のものであることを,ヒントがない状態で

導き出していた．これは,事前の授業における定着が

十分であったためであると考えられる.また,開聞岳，

桜島,雲仙普賢岳,牛深火砕流堆積物を識斗の色が黒

っぽくなる順に並べ，分類するという点についても，

概ねほとんどの生徒ができていた.わからない生徒も

ヒントカードを活用することで,答えを導き出してい

た.反面,開聞岳の火山灰の中のカンラン石に気付い

て玄武岩を導き出すことや,阿蘇－4火砕流稚積物の

中のカクセン石に気付いて入戸火榊折雑積物と区別

することについては，うまくできない生徒の割合が高

かった．これは,事前の｢鉱物」の学習のときに，運

動場の真砂を使って，セキエイ，チョウセキ，クロウ

ンモを中心に観察させ,カクセン石，キ石,カンラン

石を十分に見せることができなかったためと考えら

れる．生徒たちは，これらの鉱物を教科･書や資料集で

は見ているものの，実物を観察していなかったため，

気付くことができなかったのではないかと思う．これ

らの点については,授業実践をしたどのクラスにおい

ても,授業者からの助言を聞いて,何とか気付く生徒

が多かった．このことにより，実際に剰勿を観察させ

て学習することの大切さがわかった．また,授業後の

生徒たちの様子についても,身のまわりの岩石を採集

して質間しに来るなど,興味･関心の高まりが十分に

みられた．

⑤成果と課題

本授業実践における成果と課題を以下に挙げる．

ア課題提示を問題形式にすることで，生徒の思考

へのモチベーションを高めることができた.また，

ワークシートにおいて，生徒個々の考えを書く欄

とクツレープ・学級で話し合ったことを書く欄を区

別することによって，生徒自身の力で成し遂げる

という意欲を高めることができた．

イ「九州の火山」という地域の素材を使うことに

より，生徒の興味・関心をより高めることができ

た．

ウ火山岩や鉱物などについて，中学校で学ぶべき

基礎的な知識を-'一分に押さえたうえで，それらを

活用して課題解決に向かわせることができた．

エヒントカードを利用させることによって，理解

が週､ている生徒にも問題を解決する体験をさせ

ることができた．

オほとんどの生徒が軽石の存在や火山岩の色に観

察の初めから着目することができた．一方で，授

業者の支援がない状態においてはカクセン石や力
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ンラン石などの錬吻に着目できない生徒が多か己

た．このことにより事前に実物を観察しておく必

要があることがわかった．

実施されている)，生徒の「思考力・判断力・表現力」

の向上のため,より効果的な学習とはどのようなもの

なのか,今後も視野を広げながら"暁を進めていきた

い．

最後に,今回の実践にあたり，渡辺一徳先生には貴

重なご助言．ご指導をいただいた.心よりお礼申し上

げる．

3．まとめ

以上のような実践を通して，生徒の「思考力･判断

力・表現力」の育成を図った，事前に習得させた火成

岩や鉱物などの基礎的･基本的な知識を活用させるこ

とによって,より確かな力を付けさせることができた

のではないかと思う．しかしながら，「思考力・判断

力･表現力」というものは1回の実践だけで,すぐに

身に付くものではない.考える体験を何度も繰り返し

ていくことで，少しずつ身に付いていくものである．

そういう意味では，これから，またさらなる教材開発

が他の単元も含めて必要になってくる.新学習指導要

領の完全実施が迫ってきている中鰹罪ﾄはすでに先行
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、未来へひろがるサイエンス（2分野上)，平成18

年度版，啓林館

図1「九州各地の火山｣の火山岩および火山灰」

ヒント②

全体的な色に着目してみよう．マグマの粘りけが

小さいほど，どんな色になっただろう．

ヒント①

火山ガスを多く含む姶良と阿蘇を先に分けてみよ

う．火山ガスが多いということは,岩石にどのような

特徴がでるのだったかな…

ヒント③

開聞岳と桜島を見分けるためには鉱物をじっくり観

察する必要がある.どちらかに樹致的な鉱物がありま

すが…

ヒント④

姶良と阿蘇を見分けるためには，阿蘇にカクセ

ン石が含まれていることを手がかりにするとよ

い．カクセン石はどんな鉱物だったかな…

図3学習指導案隈開案の鋤およびヒントカードの内容
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匿園観察する火山灰や火山岩が九州のどの火山のものなのか当ててみよう～理由をつけて～蟻鋳曹や資解､ﾉー ﾄ篭露琴Iこしてみよう

龍紋岩

感
火山ガスを多く含んだ火山

議

謹…

､答え

卜っ1と。

－－－1■一台－m■F－ぬ一一b■－ー－1■■■－－血一一■＝■＝－－ー

図2九州各地の火山を分類したワークシート(生徒用）

＝が'一一~ー~ー~一一ﾏー

鶴

‐
図4-1生徒を前に集めしっかり課題をつかむよう

に指導した→このあと，表紙写真の1

人で観察する学習活動に進む．

生徒の思考段階：

・課題を掴む【教卓前で全体で実施】（図4-1)

｜→一人で考える（表紙写真）

グループでの観察結果についての話し合い，意

見交換（図4-2）

全体で考えを出し合う（図4-3）

（火山岩，火山灰の写真カードを当てはめる）

｜‐→まとめる

図4-2グループ(各班）での観察結果の考察の様子

図4-3各グループから考えを出し合っている様子
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